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ト ピ ッ ク ス

「
第
八
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中
！

（
締
め
切
り
九
月
二
十
八
日
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
の
提
言
～
」
は
日
本
銀
行
の
金
融

教
育
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
応
募
論

文
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
へ
の
提

言
」。
わ
が
国
の
金
融
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
の
斬
新
な
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

▼
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
概
要
、

第
一
回
か
ら
第
七
回
ま
で
の
決

勝
参
加
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
お

よ
び
審
査
員
講
評
等
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
勝
大
会

の
模
様
等
を
収
録
し
た
動
画（
約

四
分
間
）
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/

announcem
ents/

nichigin_gp/index.htm
/

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
窓
口
】

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
四
〇
五

　

post.prd3
@

boj.or.jp
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■東日本大震災の発生から一年あまりが過ぎました。改
めて、犠牲となられた方々に哀悼の意を表しますととも
に、被災者の方々に復興に向けてのエールを送りたいと
思います。「地域の底力」東北特集には、そうした気持ち
を込めさせていただきました。　　　　　　　　　（鮎瀬）
■震災からちょうど一年の本年3月11日、東北地方を
訪ねた。まだ雪が解け残る肌寒い季節だったが、お会い
した人たちは一様に熱気にあふれ、地域を再生する意志
と明日への希望を肌で感じた。「明日は今日よりもきっと
良くなる」という未来への希望。わが身を省みれば、子
供のころに漠然と信じ、そして年を重ねるにつれて薄れ
てきた思いに気付かされた旅でもあった。　　   （小野寺）
■いわき市への取材に同行した。フラガールたちによる
ショーの中盤、観客もステージでフラガールと踊れる時
間が設けられていた。ハワイならいざ知らず、シャイな
日本人がステージに上がるだろうかなどと余計な心配を
して見ていると、子供も大人もわれ先にと上がるので驚
いた。聞けば、ステージに上がる方の多くは地元在住だ
そうである。スパリゾートハワイアンズのＯＧダンサー
が地元で教室を開いていることもあり、いわき市はフラ
を習う人の比率が高いという。フラが文化として根付く
地元の人々があこがれのステージで踊りたいのは当然と
合点がいった。
　震災からの復興が早く進むとともに、いわき市のフラ
文化が今後も継承されていくことを願ってやまない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支
店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵
送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既
刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲
載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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